
 

 

 

 

 

 

パラジウム標準試料による SQUIDの較正 

 

 Pd の試料ですが、磁化率Χ(emu/Oe)の値は、試料の重さを x(g)といたしますと、298K

で 

    Χ(emu/Oe) = 5.25 × 10-6 × x(g)  （１） 

という値をとります。測定した標準試料の磁化率がこのΧの値になるように

LongitudinalSQUIDの Calibrationの値を調節いたします。 

１． まず、温度を 298Kに設定していただきます。 

２． 50000 Oe、40000 Oe、30000 Oe、20000 Oe、10000 Oe、-10000 Oe、-20000 Oe、

-30000 Oe、-40000 Oe、-50000 Oeにおける磁化の値(emu)を、それぞれの磁場の値

(Oe)で割り、その平均値(Χave)を算出してください。（MPMS５、MPMS５S のシス

テムの場合です。７Tのシステムでも 10000 Oeごと、１Tのシステムでは 1000 Oe

ごとの磁化率の平均値を算出してください。） 

３． 測定に用いている Pd 標準試料の磁化率の値(Χstd)を、上式（１）に従って算出し

てください。 

４． MultiVu の Utilities メニューから Calibration を選択していただき、その中の

LongitudinalSQUIDを選択し、Changeをクリックしてください。 

５． 現在の Calibration の値を Aiといたしますと、最終的な Calibration の値 Afは次

式で求まります。 

    Af = Ai × ( Χave / Χstd ) 

６． 上式で得られた Afの値を入力していただき、OK を押していただきますと較正は

完了です。 
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